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本研究では、レーザーを用いた 2 光束干渉により表面波を生じさせ、その減衰振動挙動から液体の粘性

係数と表面張力を導くという手法を開発した。 今回は試料として常温の液体を用いて測定手法の有効性を

検証した。 
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1. 緒言 

原子炉過酷事故の解析には液体状態の材料の物性が必要

となる。そこで本研究では、従来のねじれ振動法に代わる

方法として[1]、非接触で粘性率・表面張力を測定可能とす

るレーザー誘起表面波法に着目し[2,3]、装置システムの開発

を目的とした。 

2. レーザー誘起表面波（LiCW: Laser-induced Capillary 

Wave）法 

LiCW法とは、液体表面をレーザー光の干渉により空間的

に周期的に加熱することで表面波を生じさせ、その減衰挙

動を解析することで粘性率と表面張力を導く方法である。

測定装置の概略を図 1 に示す。Nd:YAG レーザーからのパ

ルス光は、ビームスプリッタにより 2 光束に分割され、そ

の後ミラーによって試料表面で干渉するよう照射される。

He-Ne レーザーからの観察光は、試料加熱部に照射され、

表面波からの 1 次回折光は、Si アバランシェフォトディテ

クタに導かれる。検知した信号はデジタルオシロスコープ

に取り込まれ、PCで記録と解析を行う。 

3. 結果 

測定には純水、トルエン、粘性率の標準液（JS2.5、JS5、

JS10）を用いた。純水に対して検出された波形の結果を図 2

に示す。各試料に対する波形を比較すると、粘性率の低い

ものほど振幅の減衰は小さく、信号の波の数は増加した。 

 

図 1．LiCW法を用いた測定装置 
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図 2．純水から得られた信号波形 
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